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3．2．1 まえがき

3．2．2　道路 の機能と地盤改良の 基本的な考え方

3，2．3 道路盛土 の 実例にみ る 地盤改良工 法の 選定 と

　　　 設計　　　　　　　　　　以上，3 月号掲載

3．2．4 道路構造物お よびその周辺 の実例にみ る

　　　　地盤改良工 法の選定 と設計

　（1） 橋台に対する 側方流動抑制および土圧軽減の た め

　　　の地盤改良
12）

　 i ） 概要

　北陸 自動車道と磐越自動車道 が交差 す る新潟中央 イ ン

タ
ーチ ェ ン ジ （IC）は ， 信濃川 と阿賀野川 に挟 ま れ た

低湿地帯 に あ り，腐植土層 お よ び緩 い 砂層 を挟む10m

程度の 軟弱地 盤 に 建設 さ れ た。IC の 立体交差 を 形成 す

る た め に は 橋 梁 とな る箇所 が で て くるが，軟弱地 盤上 の

橋台は，水平抵抗 が 小 さ い た め 基礎杭 の 本数 が多 くな り，

フ
ー

チ ン グが橋軸方向 に長 くな る ため に，非常 に大規模

な構造物 とな る。こ れ に対 して，橋台 に作用 す る側方 流

動圧 お よ び 土 圧 を 軽減 して，橋台を小規模 に し，ト
ー

タ

ル コ ス トを 低減 す るた め の 試 験 施 工 が 行 わ れ た 。

　工 事箇所は，新潟中央 IC の 橋梁の うち，　 C ラン プ橋

の 二 つ の橋台 で あ る 。 従来の 設計で あ れ ば ，橋台裏込 め

に は通常 の 土を用い て ，作用す る土 圧 を 求 め，側方流動

に つ い て は ，プ レ ロ ー ドを 行 っ て 地盤 の 強 度 増 加 を 図 る

こ とで 対処 す る が ，こ の 橋台 の 場合，橋台長 が約24m

とい う大規模 な もの とな る 。
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　 ii）　 工 法 の選 定 と設 計

　 対 策 と して ，「裏 込 め の 軽量 化」 と，「橋台 と裏込 め の

分離」の 2 とお りを 考 えた 。

　軽量化 に つ い て は ， 軽量骨材 に よ る施工 ，
コ ル ゲート

パ イプ埋設 に よ る軽量化，発泡 ス チ ロ
ー

ル に よ る施工 の

3者 を対 象 と した。地 震 時 土 圧 の 作用 も考 慮 して 試 設 計

し，橋台 お よび 裏込 め を合 わ せ た 工 費 と過去の 施工 実績

か ら．発泡ス チ ロ ール を採用 した 。 さ らに ， 橋台 の 全高，

2／3高さおよび1／3高さを発泡 ス チ ロ
ー

ル とした 場合に

つ い て 検討 し，213 と した場 合 が 最 も経 済的 とな っ た の

で ，こ れ で 施工 した。ま た，残留沈下低減 お よ び一
般 盛

土部との 不 同沈下抑制の た め ，
6 か 月間 プ レロ ードを実

施 した。

　橋台 との 分離 は，維持管理 ス ペ ー
ス を考慮 して 離隔距

離 を 2m と し，急勾配法面 を もつ 盛土 工 法 と して ， ジ

オ シ ソ セ テ ィ ッ ク ス補強土 壁 ，鋼製補強材に よ る補強土

壁 お よ び ふ とん か ご積 み 上 げ の 3 者 を比較 し，地 震時

の 安定性，耐 久性お よび 経済性 か らジ オ シ ン セ テ ィ ッ ク

ス 補強 土 壁 を選択 した。設計引張 り強 さ4．2tf／m の もの

を，6．5m の 長 さ で 8 段 敷設 した。盛 土 の す べ り安定性

を確保 す るた め ， 基礎地盤 に は 深層混合処理 （粉体噴射

撹拌工 法）を行 うこ と とし，改良部 と無処理部 との 段差

緩和 の た め，改 良率を徐々 に低 減 す る よ うな工 夫 を した。

橋台 と の 隙間 に は，長さ 8m ，厚 さ45　cm の 踏掛版 を設

置 した。

　以上 の検討か ら，図
一3．2．11に示 す 断面 図の よ うな構

造 とな り，在来設計 に 比 べ て橋台長 さ は約半分 に，全体
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一3．2．11C ラソ プ橋 断面図 （文 献12）に 加筆）
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　   H5 年7 月15 日 4段 目 EPS 施工後

　   H5 年 7月15日 5段 目EPS 施工 後

　   H5 年7月16日 6段目EPS 施工後

　   H5 年7月17日 中間床版 コ ン クリ
ー

ト施工後
　   H5 年8月 21日 12段目EPS 施工 後
　   H5 年8月28日 上部床版 コ ン クリート施工tfi
　   H5 年9 月4 日 倶1湎 盛土ほか施工 f麦
　   H5 年 IO月19日

　   H6 年2 月8日 路床完了後

図一3．2，12　橋台 に作 用 す る側圧
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図
一3．2，13　ジ オ シン セ テ ィ ッ ク の ひず み分布

lo

工 費は 約 9 割程 度 に低減 で きた 。

　動態観測 を 次の よ うに実施した
。 ま ず，発泡ス チロ ー

ル 側で は，施工 中に橋台 に作用する水平方向の 圧 力を土

圧計 に よ り測定 した 。 図一3，2．12は 各施工 段階 に お け る

側圧の 推移 を示 して い る。施工 途中 に 発泡ス チ ロ ール 背

後の 裏込 め の 転 圧 等 が 原 因 と思 わ れ る
一

時的 に大 きな値

が計測 された が，そうした影響が な くな る につ れ て減少

し，最終的に は0．3tf！m2 程度 に な っ て い る。補強土 に

つ い て は，補強材 に 作用 す る ひ ず み を 計測 した 。 図
一

3，2．13は ひ ずみ の 深 さ方向お よ び補強材の 敷設方向の 分

布 を示 して い る。補強土 壁 完成 時 点 で 最 大 1 ％強 の ひ

ず み が 設計時の 想定す ぺ り面付近 で 発生 して お り，引張

り力に換算 す る と約 1tf！m で あ っ た 。

　  　埋立地盤における道路擁壁，トン ネル 設置に伴う

　　　地盤 改 良 の 実例 13）

　 i） 概要

　本実例 の 羽 田道路は，東京湾岸道路 （
一

般 国道 357号）

の
一

部 で あ り， 空港 の 沖合展開 に 合わ せ て計画 ・建設 さ

62

れ た 道路 で あ る。構 造的 に は 新 旧 の 滑走路下 を619　m

と734m の 二 つ の 「羽 田 トン ネ ル 」 で 横断す る 構造 と

な っ て い た
． また ，空港 タ

ー
ミナ ル を相互 に 結ぶ 連絡道

路 と完全 立 体化 を 図 る た め 随所 に U 型 擁壁 と逆 T 擁壁

部が設置された。

　 ii） 地 盤条件な どの 制 約 条件

　本 工 事 に お け る特徴 と して ，  標準部 で 幅100　m ， ト

ン ネ ル部で 約65m と い う 大 断面の道路で 特 に トン ネル ，

堀割部 で は大規模 な地中構造物 とな る ，   海岸線に近 く

地 下水位が高 い ，  隣接す る供用中の 空港施設の 機能を

確保 し航空機 の 安全運行 を図 りな が ら施 工 す る必 要 が あ

る な どが 挙 げ られ る。当 該地 区 は，多摩川河 口 に 位置 し，

昭和40年代頃 よ り浚渫，ま た は 浚渫 へ ど ろ の 処 分 場 と

して 利用 され ，そ の後建設発生土 の 最終処分場 と して 利

用 さ れ 陸地 とな っ た急造人 工 地 盤 で あ る。特 に 表層部は

自然含 水 比が 高 く泥土状 を 呈 して い る。こ の よ うな 超軟

弱地 盤 に ボ ッ ク ス 状 の トン ネ ル や U 型 擁 壁 を 構築 す る

に 当た っ て 幅70m ，深さ15　m の 大規模掘削 を行 う必 要

が あ り，設計
・施 工 に際 して 以 下 の 項 目を配慮 した。

　 イ ） 掘削幅 が 広 い た め に 土 質性状 の 相違 な どに よ る

　　 偏土 圧 や 掘削 に 伴 う偏土 圧 に よ り山 留 め 壁体 に 作

　　 用す る 荷重 に 不 均一な どが 生 じ る。そ の た め，山

　　 留め 架搆を含む地盤全体 の 安定性 を 確保す る必 要

　　 が ある 。 また ，地 盤掘削に 伴 い ，山留 め の 変形 が

　　 大き くな る と と もに ，山留め 壁 に発生す る 断面力

　　 も非 常 に大 き くな る （鋼管矢板 の 剛性 を 大 き くす

　　 る だ け で は 対応 で き な い ）。

　ロ ） 掘削 に伴 う掘削底面 の 変形量が大 き く， 山留め

　　 が 不安定 に な る 。

　ハ ） 重機 に よ る 施工 に 対応す る トラ フ ィ カ ビ リテ ィ

　　
ーを確保 す る必 要 が あ る 。

　二 ）　躯体の 施工 は 平面的 に 分割施工 とな る こ とか ら，

　　 トン ネ ル 躯体 の 自重 や 埋 戻 し土 の 重量 に よる施工

　　 ブロ ッ ク ご との 不同沈下を低減 す る必 要 が あ る。

　血 ） 地盤改良の 選定 と設計

　  地 盤改良の 選定

　地盤改良の 選定 に 当た っ て ，トン ネ ル ，U 型擁 壁 部

の 山 留め部，底版部 の 改良 に は ， 要求強度，工 期的制約

お よび複雑 な土質状態 に 対す る 改良 の確実性 な どを考慮

して 深層混合処理 工 法 （粉体噴射撹拌工 法）が採用され

た 。 な お ， 地 盤 改良工 法の 選定 に 際 し，試験施 工 や 構造

物 の 種類 に よ る沈下
・
安定計算 に 基 づ く詳細な検討を 行

っ て い る 。

　  地盤改良の 設計

　図
一3．2．14に羽 田 第

一
トン ネル の 地盤改良断面を示 す

が，経済性 ， 施工 性 を 考慮して 改良 目的 ご とに 改良率，

改良 目標強度 お よび改良体の 配置を変 え ， 以 下 の 四 つ の

改良パ タ
ー

ン を設定した 。

　イ ） 掘削部 の 床付 け 面直下 5m の 範囲 （  ，  ）：

　　 改 良体 自 体は 高い 強度 を 有 す る が，周 辺 地 盤が 超

　　 軟弱 の た め，改良率 を 下 げ る と地 盤 強度 が 不 均
一

　　 とな り，山留め壁 の 安定性，掘削の 施 工 性 が著 し

土 と基礎，46− 4 （483）
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図
一3．2．14　羽 田 第 1 トン ネル に お け る 改 良仕様

13 ）

　　　　　　（深層混 合処理工 法の 設 計例）

　　く悪化 す る。そ の た め，改 良 率 に重 点 を お い た 設

　 計 を行 っ た 。

ロ ） 床付 け 面直下 5 皿 以 深 （  ）： 支持力 の 増強お

　 よび 沈 下 低減 を 目的 と して ，高強度 とす る と と も

　 に 改良率 は 低減 さ せ た。

ハ ）　 山留 め 背面 （  ）： 山留 め 背面 の 地 盤改良範囲は，

　 内部摩擦角 iP・−O
°
と設定 し主働崩壊角 で 含まれ

　 る範囲 と し，控 え 壁 の 効果 を 期待 して 改良率 を

　 低減 さ せ た 。 背面改良の 効果 は ，二 次元弾性有

　 限 要素法解析 で 確認 した。な お，深層混合処 理

　 工 法 の 設計 で は ，施 工 に先立 ち 設計強度 を満足

　　 す るセ メ ソ ト量 を 決定す るた め に室内配合試験

　　　を実施 した。

　  改良効果 の 確認 と施工管理

　超軟弱地盤で の 大規模掘削 で あ る こ と か ら，施工 中

の 山留め壁 お よび 周辺 地盤の 挙動 （変位 ， 応力な ど）

を計測管理 に よ り把握 して 不 測 の 事態 に 対処 す ると と

も に，地 盤改良の 効果を 確認 した （表一3．2．2参照）。

鋼管矢板 の ひ ず み 計 か ら求 め た 曲げ モ
ー

メ ン トを図
一

3．2．15に 示 す が，結果 と して，管理値を上 回 るよ うな

異常値 もな く，また ，ヒ
ービ ソ グな どの 兆候 もな く工

事が完成 した 。 当該箇所は ，既 に完成 し供 用 さ れ て い る 。

　（3） カ ル バー
ト箇所のプレ ロ

ードに お け る地盤改良

　 i） 概要

　軟弱 地 盤 上 に 設置す る カ ル バ ートは，杭 で支持す る と

道路面 の不 同沈下 の 原因 とな る た め 直接基礎 とす る こ と

が
一
般的で あ り ， カル バ ー

ト自身 の 沈下抑制の た め に プ

レ ロ ー
ド工 法が有効で よ く行わ れ る。プ レ ロ ードは 盛土

で 施工 さ れ る こ とが 多 く，そ の 下 の 地盤を 改良す る か否

か は，盛 土 の 安定性 に よ り決 ま る 。 ま た，プレ ロ ードは ，

本線盛土 に 先だ っ て 行わ れ るこ とか ら，試験盛土の 役割

も持 っ て お り，そ の 後の 対策検討 に利 用 さ れ る 。 山 形 自

動車道の 酒 田 地 区 で は，プ レ ロ ード盛 土 の 基礎地盤 を無

April，1998
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表一3，2．2　 計器配置 の考 え 方 （羽 田 トン ネ ル ）
13 〕

計 測 項 目 計器 方法 計　器 　配　置

固定 式

傾斜計

自動

計測

固定式 と挿入 式は，どち らも採 用

可能で ある。た だ し，固 定式傾斜

計 の 設 置 間隔 は 掘削 部 2m ．地 中

部2．5m を基本 とす る 。

上 留め

壁　の

変　形
挿入 式

傾斜 計

手動

計測土
変　位

留
頭部 水

平変 位

トラ ソ

シ ッ ト

留
め 応　力

鋼管 矢

板応力

側　 圧

ひ　 ず

み 　計

手動

計測

自動

計測
掘削部 3m ，地 中部 5m ピ ヅ チ

土

　
　

留

　
　

め．
　
　

構

　
　

造

土圧計 5m ピ ッ チ （前面，背面）

外　力

応 　力

間 　隙

水 圧 計

自動

計測

自動

計 測
5m ピ ッ チ （前面，背面）

壁

　
　

　

　
　
　
　
切

　
　
梁
　

　

中
間
杭

水　圧

切　 梁

軸　力

ひ 　 ず

み 　計

温 度計

自動

計測

自動

計 測

各 段 の 切梁 の 両 端 部 （矢板付 近 ）

に 設置 （ひ ずみの 誤 差 を少 な くす

るため，ウ ェ ブの 両側）

温 　度
1．

変　位

切　梁

温　 度

沈下，
浮上 り

切 梁 1段 お きに 設置

レベ ル
手動

計測
中間杭 1 本お きに鉛 直変位 を測 定

内

　
　
部

変 　位
沈下，
浮上 り

層　 別

沈 下 計

間 　隙

水 圧 計

自動

計測

掘 削中央部 で ，床付 け 以 深 に 3 箇

所

地下水
間　隙

水 　 圧

自動

計測
砂層 に 設置 （横 断方 向で 7 箇所 ）

地

　
　
　
　

盤
周
　

　
辺

変　位
地 表面

沈　
．
下

沈 下板
手動

計測

鋼管矢 板 よ り，1．5m ，6，5　m ，9．O
m ，14．Om に 設置

地下水
地　下

水 　位
観 測弁

手動

計測

曲げモーメン ト図（tf・mfm ）

　 10050　0　50100　　　 計器配置

SS

　口

D

・
占
8OOO

因［
闘

§
oり
◎

寸

§
£ STEP　1：ln1掘削

善・TEP ・… 7 ・ 掘削

if）STEP　3 ：7m 掘削

翳STEP　4 ：9．9。掘削

　 STEP　5 ：12．8m 掘削

　 STEP 　6 ：15．7m 掘削

図一3．2．15 鋼管矢板 の ひ ず み 計 か ら求 め た 曲げモ
ー

メ ン b13｝

処 理 と した 場合 とサ ン ド ドレ
ー

ン 打設 した 場 合 とを比較

し，そ の 効果 を 把握 した。

　図
一3，2．16は，プ レロ ー

ド箇所 の 代表的な 土質柱状図

で あ る。中間 に腐植土層 を 5m 程度挟ん だ 粘性土 と砂

層 と が 互 層 に な っ た 地 盤 で あ る 。 盛土は 3 箇所あ り，

それぞ れ の 施 工 条件は表
一3，2．3に 示 した とお りで あ る。

　ii）　地 盤 改 良の 効 果

　図
一3．2．17は ，3 箇所 の 沈下の 経時変化図で あ る 。 盛

土開始 か ら400 日程度の 沈下量 は320 〜390cm で ，軟弱

層厚 （13．5m ）の 20数％，盛 土高さ の 40％前後 と な っ

碍
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一3，2．17 沈下の 経時変化
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（a ｝ヤ　
ー
　ド　1　（b｝ヤ
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　ド　2　（c ｝ヤ

ー一
　ド 3

　　　 園
一3．2．18 一軸圧縮 強 さの 変化

・1盛土後

　 盛土 中央下

D ：盛土後

　 盛土右法肩下

△ ：盛土前

　 盛土中央 ド

て い る。

　図
一3，2．　18は ，3 箇所 の チ ェ ッ ク ボ ーリ ン グの 結果 か

ら抜粋 した
・一
軸圧縮強さの変化を示 して い る 。 盛 土前の

値 と圧密圧力に多少の 違 い は あ る が，盛土後 に調査 した

強 さの 伸びは，サン ドドレ
ー

ン 改良箇所 が最も大 き く，

次 い で 盛 土 速 度 3cm ／d の ffFX
’
，5cmld の 箇所 の 順 に

な っ て い る。

　図
一3．2，19は ，盛 土 立上 が り後 2〜4 か月経過時点で

の，過剰間隙水Bl｛の 深さ方向の 分布 を 示 して い る。中間

砂層 ま で の 層 内に 3〜4 箇所埋 設 し て お り，層の 中央深

度付近 で 最大値 を 示 して い る。過剰 閥 隙水 圧 の値 も，ド

レー
ソ 改良箇所，盛土速度 が遅 い 箇所，速 い 箇所 の 順 に

小さい 結果とな っ て い る 。

　 こ の 事例で は，い ず れ の 盛土 も安定 上 の 間題 は な か っ

た 。カ ル バ ー
ト箇所の プレ ロ ードで あ るた め，沈下 を促

進さ せ る こ とが第
一

の 目的 で あ る。過荊間 隙 水 圧 の 消 散

状況 か らは，バ ーチ カ ル ドレー
ソ 改良を行 うこ とが 有効

で あ る こ とが確認された が，残留沈下の 問題に 関 して は，

プ レ ロ ードの 十 分 な放置期間を 確保するこ とで 対処で き

る と考 え られ る 。 した が っ て，工 程上の 剃約 や カル バ ー

トの断面余裕量 な どに 応 じて，地 盤 改 良の 必 要性を検討

して い く必 要 が あ る。

　（4） 軟弱地盤上 の 補強±壁 工 法の 適用 事例

　 i） 概要

　道路盛土 に お い て は ， 腰 積み構造 とする場舎や，橋台

や カル バ ー ！一の ウ イ ン グ の 巻込み 部 な どに，ブ ロ ッ ク積

み が多用され て い る 。 軟弱地盤上 の 盛上で は，残 留沈 下

が 大 き い 場合 に，不 同沈下 に よ りブ ロ ッ ク積み が変形 し，

法面保護や腰積み と して の 用 途 に支障が出 る場合 があ る 。

とは い え，ブ ロ ッ ク積 み の 基礎 を杭 と した り地盤改良す

る の は非常に高価であ り，ま た 新 た に 無処 理 の 箇所 との

不 同沈下を生む こ とに な る 。 そ こ で ，磐越 自動車道 の 新

潟中央 イ ン タ
…

チ ェ ン ジ （IC）近傍 の 橋台巻込 み部 の

盛土で は，沈下 に 追従しや す い 構造 と して，ジオシ ン セ

テ ィ ッ ク ス に よ る補強 土 壁を採用 した 。

　 ii） 設計 お よび 対策の 効果

　 当該箇所は腐植土 を含む粘性 土 が 約5m 厚 さで 堆積

± と基礎，46− 4 （493）
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−
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　　　　⊆

　 エ キスパ ン ドメタル 区間

ジオシン セティックス 補強土壁

B£・1

図一3．2，20　施工 時 の 平 面 図

クス

図
一3，2，21 補 強 土 壁 標準 横 断図

して い る。図
一3，2．20は，施工 箇所の 平面 図 で あ る 。 ま

た，図
一3．2．21は ， 施工 さ れ た ジオ シ ン セ テ ィ ッ ク ス 補

強土壁 の 標準的 な 横断図 を示 して い る。補強土 壁は ，延

長 123m に わ た り，そ の 区 間 内で 0．5〜2．9m と高 さ が

変化 す る た め，代表断面を 4 種類設定 して 各 々 安定計

算を行い ，必 要敷設長 は 1．5〜3．Om とな っ た 。 法面勾

配 は 1 ：0．3で ，壁面工 は 土 の う巻込みを主体としたが，
一

部 は エ キ ス パ ン ドメ タ ル を 試行的 に用 い た。

　付近 で 計測 さ れ た沈下 量 は，盛土高 さ約 6m の 立 上

が り時 まで に ，盛土中央 で 約90cm ， 法肩部で 約60　cm

生 じた が ，こ の 補強土 壁 に は，特 に 変状 は み られ な か っ

た。

3．2．5 あ と が き

　こ こ で は，イソ タ
ーチ ェ ン ジや 道路本線の 盛土 に おけ

る地 盤改良，各種道路構造物 お よびそ の 周辺 に お け る地

盤改良の 実例か ら，道路 に お け る地 盤 改 良 の 選定 と設計

の ポ イ ン トを述べ て きた 。
こ れ らの 事例 は 必 ず し も最近

の 実例ばか りで は な い が ， 地 盤改 良 の 選定 に お い て建設

当時の 社会 ・経済的情勢を反映 して い る よ うに 見 え る 。

す な わ ち，大規模 な プロ ジ ェ ク トが盛んな時期は，地盤

改良工 法 は，主 に 工 期，時間 に 大 き く影響 さ れ て 選 定 さ

れ る傾向 に あ っ た 。 そ の 結果 ， 道路事業 に お い て も深層

混合処理 工 法 に代表される化学的固化工 法 が 飛 躍的に 実

績 を増や した。ま た，同 工 法 は，地盤改良の 範疇 に 限 ら

ず大規模掘削 の 土留めや杭基礎 の 替わ りに擁壁や橋台等

の 構造物 の 基 礎 な どの 重要 な用 途 へ の 適用事例 も増 えて

きた。その 結果，経験
・
実績 を べ 一

ス と した 設計 ・施工

に関す る技術的ポテ ン シ ャ ル も積 み 重な る と と も に ， 軽

量盛 土 材 や補強材 と を組合 わ せ た 合理的な設計
・
施工 事
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例 も増 え て きた 。

　 さて，冒頭の
“
3，2，1 まえがき

”
で 述 べ たように昨今

の コ ス ト縮減 の 要請 の 中，経済性 を 重視 した 地 盤改良の

選 定 ・
設計 が強 く要求 さ れ て い る。その 観点か ら最近 の

地 盤改良 の 技 術 開発 の 動 向 を み て み る と，バ ブル 経済以

前 に 盛ん に採用 さ れ て い た締固め工 法な どに よ る物理的

改良工 法が リニ ュ
ー

ア ル さ れて 採用 され つ つ あ る。特 に，

阪神淡路大 震災の 後の 新しい 液状化対策工 法 と して ，サ

ソ ドコ
．
ン パ ク シ ョ ン パ イル 工 法，ロ

ッ ドコ ン パ ク シ ョ ン

工 法 な どの 範疇 に入 る改良効果 が優 れ ， か つ 振動
・
騒音

を大幅に 低減させた工 法が開発 ・実用化されて い る。

　地 盤改良工 法の 選定 に際して ，地 盤改良に 伴う建設汚

泥，泥土 （セ メ ン ト混 じ り泥 土 も含 む ） の 発生抑制，処

理 お よび リサ イ クル も重 要 な 課題 で あ り，社会的な 要請

で あ る
14）。一

部の 工 法 に お い て は リサ イク ル の 観点 に

立 っ て試行 され て い るが ，本格的 に取 り組 む必 要が あ る 。

　さ らに ，
“
仕様規定 か ら性能規定

”

へ の 移行 が世界的

な 潮流 に な っ て き て い る。例 え ば ，こ れ は 1996年 よ り

発効 した 新 た な 政府調達協定
15）で あるが ，技術仕様 に

つ い て は 「適当な 場合 に は デザイ ン ま た は 記述的に 示 さ

れ て い た特性 よ り も性能に着目 して」 定め る もの と して

い る 。 こ の よ うな 性能規定は 採用可能な 技術の 範囲 を広

げ る こ とか ら，新技術開発 の イ ン セ ン テ ィ ブに もな る こ

とが 期待さ れ て い る。性能規 定化 を地 盤改良に 適用 させ

た 場合，地盤改良の 仕様 と して
一

軸圧縮強 さ や N 値 な

どで 規 定 さ れ て い た もの が ，最終 的 に道 路盛土 の 沈下 や

側方移動 の 程度で 判定 され る こ とが 想定 さ れ る 。 す な わ

ち，設計者 ・施工 者 と して は，リ ス ク は伴 うが性能仕様

を 満足 す る地 盤改良で あ れ ば，そ の 選定 に お い て 選択肢

が 大幅 に広 が る と と もに，改良形式，改良率な どの 改良

仕様 の 柔軟性 が 増 し，結果 として 構造物建設 の トータル

コ ス トの 縮減 に つ なが る もの と考 え られる。

12）

13）

14）

15）
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平成 9年度地盤工 学会賞受賞者の決定

平成 9 年度地盤工 学会賞受賞者 が，平成 10年 2 月25 日 の 理事会 に お い て 次の とお り決定 した 。

【技術 賞部門】 （順不 同敬称略）

賞の 名称

技 術 業績賞

技術 開発賞

受　 　賞 　 　業 　 　績

地 下 変電 所建設 に お け る 大規 模円 形 自立 山 留

め の計画 と設計
・
施工

受 賞 者

新豊洲変 電所設 計 ・施工 ゲ ル ープ

　柏 木　淳男
・
有泉　浩蔵 （東 京電力  ）

・
長 谷川則夫 （東 京電 力  ）

　熊 谷　 俊雄 〔東電設計  ）
・手 塚 　 　徳 （清 水建設   ）

　代表者 ； 正会員　柏　 木　淳 　男

　 　　 　　 　 　　 　 　 （前東京電 力  送変電 建設本部部 長，現前 田 建設 工業  顧問）

先端強化 型場所打 ち杭 の 開発

1 先端強化 型場所打ち杭開発 グル
ー

プ

　 奥村　文 直
・
福島　弘文 〔  マ エ ダ）

　 菱沼　　登 （  熊谷組）・伊藤　達男 （三 井建設  技術研究所）

　 代表者 ： 正会員　奥村　文 直 （爾 鉄道総 合技 術研究所 浮上式鉄 道開発本部計画 部長 ）

【研究 ・論 文賞部門】

賞の 名称 受　　賞　　業　　績 受 賞　　　　 者

研 究業績賞
第三 紀層 泥岩の 力学 的性質 と膨 張性 トン ネル ，
地すぺ り等の メ カ ニ ズム に 関する

一
連の 研究

　 　 　 　 ：

正 会 員 ：仲
　 　 　 　 ：

野 良 紀 （元岐阜大学 教授 農学 部生物生産 シ ス テ ム 学 科）

訂 正

■平成 10年 2 月号 （Vol．46，　No ．2） の ロ 絵写真
一24に

　誤 りが あ り ま した 。 お わ び 申し上 げま す と と もに，右

　記の よ うに 訂正 い た します 。

　　　　　　　　　　　　 記

● ロ 絵写真
一24の 中央 に あ る

“
立川 ロ

ー
ム 層

”
の 文字 は

　削除す る
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写真の 説 明の とお り，立 川 ロ
ー

ム 層 は写真上部 の ブロ

ッ ク 塀の と こ ろ に な り，写真 に は 現 れ て い な い 。

　　 土 と基礎，46− 4 （483）
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